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海外とつなぐスペイン語教室 

 
 

愛知県立大学外国語学部スペイン学科 堀田英夫 

 

はじめに1 

 

タイトルの「海外とつなぐスペイン語教室」の中の「海外とつなぐ」ということの

意味は、次のような場合がありうる。 

 

 受講者がスペイン語圏へ行く。夏期休暇や、受講後にスペイン語圏へ行くこと。 

 在住/来訪スペイン語母語話者との交流。留学生や、日系ペルー人など、スペイン

語を母語とする人達が、身近にいるので、その人たちと交流するということ。 

 スペイン語圏の情報を得る。スペイン語圏からの最新情報を得るということ。 

 スペイン語圏へ情報発信。スペイン語圏へ向けて、日本のこと、自分達の地域の

ことをスペイン語で情報発信するということ。 

 外国との遠隔通信によるコミュニケーション実践。 

 
 スペイン語教育を考えていく場合、これらそれぞれについて、考えに入れて行かなくて

はならないと思われるが、今回は、これらのうち、外国、すなわちスペイン語圏と遠隔通

信によって学生達にコミュニケーションさせることをスペイン語授業に組み込むことにつ

いて考えたい。 
 

１．大学におけるスペイン語教育 

 

日本の大学におけるスペイン語教育は、いわゆる第２外国語としての授業と、外国

語学部の専門科目として行われる授業の二種類が伝統的な形態である。愛知県立大学

では、スペイン学科以外の学生がスペイン語を学ぶために、一般教育科目の中の外国

語科目として、「初級」と「中級」がそれぞれ週に 2 回の授業があり、初めてスペイン

                                                  
1 本稿は、2006 年 7 月 21 日京都外国語大学で開催された「スペイン語教授法に関する講演会」の講演内

容を文章にし一部加筆訂正したものです。同講演会で話しをする機会を与えていただいた坂東省次先生は

じめとする京都外国語大学関係各位に感謝します。 

本報告は、科学研究費補助金「遠隔通信と e-learning を組み込んだスペイン語教育用教材」(基盤研究

（C）、課題番号：17520388、研究代表者：堀田英夫、研究分担者：糸魚川美樹、塚原信行、平成 17,18

年度)による研究成果の一部である。 



  
  

語を学ぶ者は「初級」を受講し、2 年目に「中級」を受講する。3 年目の学生対象の「応

用」も週に 1 回開かれている。外国語学部スペイン学科の専門科目としてのスペイン

語科目は、1、2 年次対象がそれぞれ週に 5 回の授業があり、3、4 年次対象に週 2～3

回、1 年から 4 年までの段階履修で、いくつかの形態の授業を用意している。授業は

すべて 1 回 90 分である。大学における外国語教育について考える場合、これら一般教

育の外国語科目と外国語学部での専門教育としての外国語科目とを分けて考えること

が多い。これらは授業時間数やクラスサイズ、受講学生の専門分野などの違いがある

ため到達目標レベルの違いがあり、授業方法や使用テキストを考える場合、扱う文法

項目などを考えてどちらの科目用かを区別するのが普通と思われる。 

この二種類の他に、学生達が、スペイン語とは別に専門を持ちながらも週のかなり

の授業時間を使って行なわれる慶応義塾湘南藤沢キャンパス(SFC)総合政策学部にお

けるインテンシブコースのような第三の種類といえるような教育も行われている。英

語のみを特別扱いするのではなく、主要な外国語を同じように教育できるよう体制を

整えるという外国語教育における多言語主義の考え方に基づいていて、英語と、いわ

ゆる第二外国語とのカリキュラム上の区別を無くしている。外国語学習の目的をコミ

ュニケーション・ツール獲得と学術研究に資することに置き、学生は半期のオリエン

テーション(諸外国語の文化・歴史講座)の後、英語を含む何カ国語かの中から学習する

外国語を選択する。「週 8 回（1 回 50 分。ただし、英語は週 6 回～10 回）の授業が 1

年の秋学期から 2 年の秋学期まで 1 年半続き、それぞれの学期を初級 I、初級 II、初

級 III と名付けている。」2 

外国語学部スペイン学科でも、学生達は、スペイン語だけを学ぶのではなく、スペ

イン語圏の文化・社会のいずれかの分野についても専門的に学ぶことが期待されてい

る。外国語学部では、言語と、その言語が話されている国や地域の文化社会を教育研

究の二本柱としているからである3。であるならば、大学における外国語教育について、

時間数や編成がこれら三種類に区別できたとしても、外国語教育としての本質や、そ

の目的や目標は、違わないものと考えることができる4。 

大学における外国語教育の目的として次のようなことが考えられる。 

                                                  
2 山本(1996:89) 注(11) 

3 「それぞれ英語、フランス語、スペイン語、ドイツ語、中国語を専門とし、そのことばが話されている

地域（イギリス、アメリカ、フランス、スペイン、ラテンアメリカ、ドイツ、中国など）の文化と社会を

教育研究します。」愛知県立大学アドミッション・ポリシー(平成 19 年度愛知県立大学入学者選抜に関す

る要項 p.1) 

4 平成 3 年の大学設置基準改正による大綱化によって、教育課程を編成と授業科目の開設については、大

学が責任を持つこととなっているのであるから、外国語科目の編成や開設についても、各大学それぞれの

条件の下で時間数など最適なものを考えていく必要があると思われる。 



  
  

 

1) 学術研究に資する 

2) 複眼的視点を獲得する 

3) スペイン語圏の文化を知る 

4) 言語のしくみを知る 

5) 将来の職業のため 

6) 旅行・滞在する時のため 

7) 母語話者と意思疎通・コミュニケーションするため 

 

1)から 4)については、専門基礎教育としての性質を持ち、3)から 5)は、教養教育とし

ての性質を持つと思われる。5)から 7)は、実用になる。7)の母語話者とは、国内にい

る話者も想定している。また相手の意思を理解するだけではなく、自分たちの考えも

知らせることも含めた異文化交流を考えている。これらのうち 2)の「複眼的視点獲得」

とはどういうことかという点のみ、ここで説明しておきたい。現代の国際社会の動き

を把握し、理解するためには、アメリカ合衆国や中央ヨーロッパなど主要国の動きや

政府の考え方を知ることが必要である。しかしそれは一方の側からの見方に過ぎない。

同時に、これらとは違う文化圏についても知り、そこから世界情勢を見ることも、こ

の現代世界をより深く理解するために、極めて重要だと筆者は考えている。複眼的視

点を獲得するという意味は、主要国の視点と同時に、マスコミに時々しか登場しない

国々の視点の両方を身につけるという意味で使っている。大学での専門教育の準備段

階として、学生達には、「複眼的視点」を獲得して欲しい。この意味で、欧州連合のス

ペインのみならず発展途上の国々の言語でもあるスペイン語は、大学における外国語

科目としてふさわしい外国語と思われる。 

 

２．スペイン語（外国語）習得のためには 

 

(ア) 学生の意識 

スペイン語あるいは外国語習得のためには、どんな分野を勉強したら良いのか、あ

るいは授業でどんな分野に力を注いだら良いのか。学生達がこの点についてどう感じ

ているのかについて、堀田(2005:113-114)で、Montero(2002:131-134)の三大学



  
  

のスペイン語を専門とする学科の学生対象のアンケート結果5と、筆者が 2003 年と

2004 年に愛知県立大学のスペイン学科学生対象におこなったアンケート調査結果6か

ら、多くの学生が「会話」が重要と考えていることを示した。同様の結果が、山本

(1995:130, 139)および山本(1996:81)に、神奈川大学と慶応義塾大学の学生対象の

アンケート結果として示されている。 

 

神奈川大学学生でスペイン語既習者を対象に 1994 年に実施されたアンケート調査

結果（100 名中の人数）、(山本、1995:130, 139)： 

 

初級スペイン語で重点を置いてほしい分野 

「会話」を 1 位にあげた者 70 名 

「文法」を 1 位にあげた者 30 名 

 

どの技能に重点を置いてほしいか 

「話すこと」を 1 位にあげた者 46 名 

「聞くこと」を 1 位にあげた者 44 名 

「読むこと」を 1 位にあげた者 12 名 

 

初級で使ってほしい教材 

会話に重点をおいた教材 78 名 

聞き取りに重点をおいた教材 30 名 

 

初級の授業で教えてほしい方法 

会話を中心にして 66 名 

文法を中心にして 33 名 

聞き取りを中心にして 25 名 

 

                                                  
5 南山大学、上智大学、愛知県立大学の三年次学生計 100 名を対象に 2000 年 11 月実施のアンケート調

査において、授業で学習に最も役に立つ活動は何かの質問に対して、36.2%がいくつかのテーマで行う会

話と答え、22.2%が聞き取り練習と答えている。スペイン語習得の最も良い方法に関する質問に対しては、 

Aprendo más cuando intento expresarme en español(スペイン語で意志を伝えようとする時に最も

良く学ぶ)という文章に対して、賛成と回答した者が大多数であった。Montero(2002:131-134) 

6 愛知県立大学スペイン学科 2 年次対象に実施したアンケートで、スペイン語を習得するために何が重要

と思っているかという質問に、2003 年には、88%(26 名中 23 名)が二つの回答の一つに「ネイティブと

会話すること」を回答、2004 年には、92.7％(41 名中 38 名)が「会話実践」と答えている。 



  
  

1995 年実施の慶応義塾大学 SFC スペイン語インテンシブコース 1 期生 63 名のア

ンケート回答との比較(山本、1996:81): 

 

学生がスペイン語初級授業で望んでいること 

教え方を工夫 慶応 69% 神奈川 44% 

文化や歴史・社会の違いをふまえた 慶応 57% 神奈川 70% 

会話を主体 慶応 96% 神奈川 70% 

話しことに最重点をおいた授業 慶応 74% 神奈川 46% 

 

このように、現代の学生は、スペイン語習得するのに会話に重点を置いた授業を望

んでいることがわかる。 

 

(イ)教師の意識 

 

だが、我々、教師の側は、この学生の考えていることに全面的に賛同できないので

はないだろうか。上田(2000)は、母語と二つの外国語を知る必要性から第二外国語の

必要性を説きつつ、第二外国語の授業について、時間数不足、学生数の多さ、動機の

薄さ、教材開発資源の少なさ、教育環境の不備などの問題を指摘している。これら問

題点を解決するという視点から外国語教授法を検討している。文法訳読法、パタン・

プラクティス、コミュニカティブ・メソッドの問題点を指摘した後、文法の意識化と

「授業レポート」を課すことを提案している。このコミュニカティブ・メソッドの問

題点を指摘する部分で、「シラバスの中心にコミュニカティブ・メソッドをおくと、学

習者は言語そのものの理解よりも、文脈や場面から推測される伝達機能の理解ばかり

に集中してしまい、肝心の言語の一般的応用力の向上につながりにくい」(上田博人、

2000:89)と述べている。言語教育では文法を意識化させなければならないという主張

である。 

外国語を習得して、その技能を職業としている人の外国語学習の方法を見ても、「会

話」に重点を置いていない。プロの翻訳家で上場企業の語学研修講師として何カ国語

かを教えている猪浦道夫は、『語学で身を立てる』(2003、集英社新書)という本の中で、

きれいな発音で話せることは、プロの語学力があることとは別、複数言語の学習が望

ましい、留学はかならすしも必要ではない、創造的な文法力を養成する必要がある、

必要なツールとしては、パソコンとインターネット、次に辞典類、また雑学の知識が

必要であり、「コミュニケーション・グラマー」、すなわち、言語の背景にある文化を

さまざまな角度から観察しながら、言語を勉強する、そのために文法構造を把握する

必要があると述べている。 

言語学の専門家で、何カ国語かの翻訳書を出している千野栄一の『外国語上達法』



  
  

という本には、語学が上達するのに必要なものとして、「お金と時間」、このお金と時

間を使って覚えるのは、「語彙と文法」としている。語彙と文法を覚えるためには、「い

い教科書」、「いい教師」、「いい辞書」が必要としている。この本には会話についても

一章を割いてそのための心構えなどが書かれているけれど、語学上達に必要なものと

して提示されているのではない。 

大学を出てから、収入を得るために独学で 25 年間に 16 カ国語を身につけ、10 カ

国語の通訳者、16 カ国語の翻訳者であり、ハンガリー通訳団団長と紹介されているハ

ンガリー人のカトー・ロンブが書いた『わたしの外国語学習法』(1981)という本には、

以下のような方法で外国語を習得すると書かれている。 

 

 分厚い辞典を入手し、既知語(固有名詞、国際語)を観察する。 

 教科書と文芸書を入手し、練習問題を解き、解答を見て正解を書いていく。同時

に戯曲や短編小説を読みにかかる。 

 第一回目の読書では、分かった単語だけを書き出していく。 

 ラジオ放送ニュース(ニュースなので他の言語のものと内容はそれほど異なってい

ない）を聞き、分からない単語を書き留め、後で意味を辞書で調べる。一、二日

後に正式の単語帳に書き込む。 

 週に一度、録音をして何度も聞く。 

 教師（あるいは母語話者）が見つかれば、ラジオではできないこと、すなわち、

ゆっくり話してもらうのと、自分が書いた作文(最初は自由作文、後、その言語へ

の翻訳)を直してもらう。 

 

このカトー・ロンブの外国語学習法にも「会話」に重点は置かれていない。 

 

(ウ)学生と教師の意識の違いの折り合い 

 

学生達の意識として、スペイン語（あるいは外国語）を習得するためには、会話を

することが重要と思っている。これに反し、教師の側の意識としては、語彙を覚え、

文法を意識させることが必要と思っている。教師としては学生の意識を無視すること

はできないし、かといって、文法や語彙を意識させないで口頭練習だけを繰り返して

いるのではスペイン語習得は難しい。両方の折り合いをつけるためには、授業の中に

「会話」を組み入れ、その「会話」をするために、語彙を覚え、文法を意識させるこ

とができれば良いと思われる。 

カリキュラムの中に、母語話者(ネイティブスピーカー)による授業を開いたり、スペ

インやメキシコなどのスペイン語圏への語学研修を学生達に紹介したり、また交換留

学生としてスペイン語圏からも受け入れたりしているのは、学生達がスペイン語によ



  
  

る「会話」の機会を持つことができるようにという配慮でもある。愛知県立大学のス

ペイン学科では、一年次と二年次それぞれ週 5 コマのスペイン語授業のうち、2 コマ

を母語話者による授業としている。また、スペインやメキシコの大学及び語学学校の

語学研修に多くの学生が参加している。メキシコの協定大学プエブラ・ラスアメリカ

ス大学とは、協定締結の 2000 年以来、毎年十数名の学生が愛知県立大学学生用に開

設される夏期講座にグループで参加している。また 1 年以内の授業料免除で学生 1 名

を交換している。 

しかしながら、スペイン語圏への語学研修は、費用面などで全員が行けるわけでは

ない。また、来日留学生との交流という面では、留学生の人数が限られているうえに、

留学生の方は日本語を学びたいと思っているので必ずしも留学生の母語での交流がう

まくいくとは限らない。結局学生達が母語話者と会話できる機会は、母語話者による

授業にほぼ限られているというのが現状である。愛知県立大学学生対象に実施したア

ンケート調査結果によっても、スペイン語学習に重要と思っている会話を積極的に行

おうとする意志は、半数以上の学生が持っているにもかかわらず、日本国内で実際に

スペイン語母語話者と会話をするのは、大多数の学生にとって母語話者による授業時

間内に限られているということがわかる7。 

遠隔通信を利用したコミュニケーション実践を組み入れた授業も、通信技術の発展、

普及から費用面ではハードルが低くなってきたので学生達に母語話者との「会話」の

機会を持たせるための有効な手段の一つとして検討することができる8。 

 

３．コミュニケーション実践を組み込む 

 

(ア)遠隔通信によるコミュニケーション実施 

 

遠隔通信を利用して、スペイン語圏の母語話者と日本の学生達とのコミュニケーシ

ョン実践には、次のような可能性がある。 

 

 メール (文字、時間差) 

 チャット (文字、リアルタイム) 

 電話  (音声、リアルタイム) 

                                                  
7 堀田(2005:114-115) 

8 母語話者との会話の機会を増やすためにも、地域に居住している外国人との交流も日本における多文化

共生の観点からその方法や問題点について検討する必要がある。母語話者を教師として仰ぎ見てしまう学

習者の心理的態度の克服、すなわち真の人と人との関係を持つためにはどのような交流の仕方があるかと

いったことを含め今後検討していきたい。 



  
  

 テレビ電話 (音声、映像、リアルタイム) 

 テレビ会議 (音声、映像、リアルタイム) 

 

これらはいずれも双方向のコミュニケーションであるが、文字のみによるもの、音

声のみのもの、それに音声と映像によるものと分けることができ、この順で、実際に

人と人とが対面して話し合う状況に近くなる。これらのいずれも利用の仕方によって

は、外国語教育に有効なコミュニケーション実践となると思われる。とりわけテレビ

電話やテレビ会議での会話は、音声と映像によるリアルタイムの双方向コミュニケー

ションであり、対面して行う会話にかなり近い状況で行われるので、授業の中に、う

まく組み込むことができれば、学生達に母語話者との会話の時間を提供することがで

きる。 

テレビ会議とは、カメラ、マイク、モニター、スピーカーを二つの離れた地点にそ

れぞれ設置し、画面上の映像とスピーカーでの音声によってそれぞれの地点にいる者

同士が、リアルタイムで双方向コミュニケーションを行うことである。2003年と 2004

年秋に各 3 回、筆者らが実施したときは、メキシコ、ラスアメリカス大学と愛知県立

大学それぞれに置かれた Polycom Viewstation の装置を ISDN3 回線で結んだ。いず

れも日本時間午前 9 時(メキシコ時間前日の午後 7 時)頃から 1 時間半ほどである9。 

現在は、パソコンに小さなカメラとマイクを接続して、インターネット経由ででき

るテレビ電話が普及していて、映像と音声による通信が容易になっている。インター

ネット経由であればわずかな費用でテレビ電話が可能であり、今後いろいろな面で利

用されていくことと思われる。携帯電話でもテレビ電話ができる機種が出回っている

こともあり、個人レベルでのテレビ電話利用も広がっていくであろう。 

パソコンによるテレビ電話で、スペイン・バルセローナ大学と愛知県立大学とを

2006 年 3 月 1 日と 5 月 25 日の夕方、接続実験を実施した。前述のテレビ会議システ

ムよりは劣るものの、コミュニケーションに支障ないほどの質であった。2006 年度後

期には、このインターネット経由でのパソコンによるテレビ電話を使って、スペイン・

バルセローナ大学の学生と愛知県立大学の学生との交流を計画している。 

 

(イ)課題(タスク) 

 

テレビ電話あるいはテレビ会議システムを利用して、学生達にコミュニケーション

を実践させる場合の内容とその実践を組み込む授業シラバスを考える必要がある。こ

こでは、これまでに実践されたものの報告をもとに授業内容について考察する。テレ

                                                  
9画質や音声の質については、堀田他(2004:424-426)を参照されたい。コミュニケーションに問題ない質

である。 



  
  

ビ電話およびテレビ会議システムを利用して現在までに試行された外国語の授業形態

について、筆者が報告書を目にすることができたものを教師と生徒/学生の参加数によ

り分類すると次のようになる10。 

 

通信技術  一地点 他地点 形式分類 先行実施・試行 

A 教師一人 生徒一人 個人授業 テレビ電話による語学レッスン テレビ電

話 B 生徒一人 生徒一人 ペアトーク 宮崎(2001) 

C 

教師一人 複数生徒 一斉授業、 

講演 

メ デ ィ ア 教 育 開 発 セ ン タ ー

(2002)、 

De Benito y Juan Garau (2001) 

D 

生徒一人 複数教師 口頭試問、 

弁論大会 

2005年 3月 18日(メキシコ時間 17

日) 

メキシコ・ラスアメリカス大学と

愛知 

県立大学を繋ぎ卒論口述試験実

施 

E 

複数生徒 

 + 教師一

人 

複数生徒 

 + 教師一

人 

合同授業 山内(1996:203-207)、早瀬(2002)、

砂岡(2000)(TeleMeet の部分) 

テレビ会

議 

システム 

 

F 

複数生徒 複数生徒 グループトー

ク、 

ディベート 

Jauregi et al. (2005)、古石他(2004)、

堀田(2004), (2005) 

 

これらのうち、A の個人授業と C の一斉授業（あるいは講演）は、その内容を考え

る場合、遠隔通信を使わない対面授業と同じく主に教師と生徒との間のコミュニケー

ションなので、今回の考察から除外する。また D の口頭試問や弁論大会は、授業とは

異なるのでこれも考察から除外する11。一地点の生徒と他地点の生徒との間で相互にコ

ミュニケーションする形態の B、E、F が、遠隔合同授業をする意味のある場合である。

外国語習得を目的としているので、どちらか一方の側は母語で話し、他方は、その言

語を学習している者がその言語で話すことになる。 

「言語というものは自目的的なものではなく、他目的的なものである」(千野、

                                                  
10 堀田(2004:154)で示したものに加筆して再掲する。 
11古石他(2004:20)にも「遠隔授業には、講義配信型、チューター型、共同ゼミ型、個人接続型、多地点

接続型などさまざまな形態が考えられうるが、言語習得をめざす外国語教育には講義配信型とは異なり、

双方向性を最大限に生かした独自の方法論が必要であると考える」とある。同感である。 



  
  

1994:59)、すなわちことばというのは、必ず何か別の目的があって発せられるという

ことである。面と向かっての会話であろうと科学技術を使っての遠隔通信であろうと、

人は、情報なり感情なりを話し相手に伝えるためにことばを使うのであるから、学生

達にコミュニケーションさせるためには、何を伝えさせるのかを設定しないといけな

い。 

García(2000)には、フィンランド、スエーデン、ドイツ、スペインの四カ国のデザ

イン、グラフィック、繊維、モードの分野を専門とする学生たちの間で、スペイン語

によるプレゼンテーションを実施したことが紹介されている。学生達は自分の専門を

学習言語で発表する練習となり、スペイン人学生も国際的な舞台での発表の練習とな

ると評価したとある。 

Pastor(2003)では、スペイン語母語話者とドイツ語話者でスペイン語学習中の者が

ペアトークにより、コンピュータ上の指示で、自分や都市、各国の文化について話し

をするゲームを紹介している。一つのゲーム教材を両方で見ながら話しをする状況を

作り出している。 

2003 年に堀田他が実施したのは、スペイン学科 2 年次「基礎スペイン語作文」の授

業に組み込んだもので、学生を 4つのグループに分け、グループで決めたテーマ(音楽、

食べ物、アニメ、祭り)の日本文化紹介の文と、同じテーマでのメキシコ文化について

の質問文を準備し、テレビ会議でのセッションでメキシコ人学生から聞いた回答を含

めてスペイン語で小冊子を作成するという目標を設定した。学生達は、54 頁からなる

全文スペイン語の小冊子を完成させた。小冊子の原稿執筆で、スペイン語を書く学習

になった。遠隔通信での口頭コミュニケーションでは、一部の学生は、快活な会話を

した場面もあったが、書いて準備したものを読み上げるだけとなった場合が多々あり、

メキシコ側学生を退屈させ双方向性という利点を十分に利用することができなかった

ことがあるので、何らかの改善方法を考える必要があった12。 

2004 年には、堀田担当の 3，4 年次対象の「言語研究演習」の授業に組み込み、各

自のスペイン語に関する研究テーマで、相手方のメキシコ人学生をインフォーマント

としてメキシコのスペイン語についての情報を聞き出し、それを材料にレポートを執

筆することを課した。4 人の学生それぞれが、縮小辞、日常会話表現、点過去と現在完

了、擬音語のテーマで、事前調査と質問文準備、そして聞き出した情報を含めたレポ

ートを執筆した。日本側学生は、特定分野の研究のための資料収集という明確な目標

があり、メキシコ側学生には容易に返答することができ関心も持てる質問への応答と

いう状況で、セッション中も活気あるやりとりが観察できた13。 

古石他(2004)では、グルノーブル第３大学日本語科で日本語を学んでいる学生 5 名

                                                  
12 堀田(2004:155-157) 

13 堀田(2005:120-121) 



  
  

と慶應義塾大学 SFC でフランス語を学んでいる学生 5 名との間で、3 回完結型のテレ

ビ会議を行ったことの報告がある。自己紹介と興味のあるテーマの発表、オーラル・

プレゼンテーション、相手の意見に対する質問、コメントを、あらかじめ話す順番と

フランス語と日本語のどちらで話すかも決めてコミュニケーションをした。3 回目のテ

ーマは「大学のあるべき姿」とある。また 1 回目と 2 回目の間にはウエブページ上の

フォーラムを通じてプレゼンテーションの準備を行ったとのことである。 

Jauregi et al.(2005)には、スペイン語学習中のオランダ人学生がスペイン・グラナ

ダ大学学生とコミュニケーション実践した時の、ペアトークの課題が 3 つ、グループ

トークの課題が 2 つ紹介されている。 

ペアトーク： 

 オランダ人学生が、何日間かスペインに滞在する予定で、スペイン人学生の助けを

得て滞在計画を立てる。 

 スペイン団体旅行に参加したメンバーが旅行中の行動について、ガイドの日記に基

づいて話し合う。 

 EU の国々における家事分担の問題について投書するため二人で一通の手紙を書き

上げる。 

グループトーク： 

 オランダ人学生側が労働者側、スペイン人学生側が経営者側。遠隔通信による自宅

勤務制度の導入について交渉をする。 

 文化習慣についてグループで質問リストを用意し、セッションでこれらについて意

見を述べあう。 

 

以上の先行例と筆者の経験からは、スペイン学科の 3，4 年次学生で、かなり具体的

にテーマや課題（タスク）を設定した場合に活発なことばの受け答えが期待できるよ

うである。 

 

(ウ)シラバス 

 

何回かの遠隔合同授業に、スペイン語圏のスペイン語を母語とする学生と日本でス

ペイン語を学んでいる学生との間でコミュニケーション実践をする時間を持つ。そし

てこの遠隔合同授業以外の授業時間は、「準備」という位置づけではあるが、重要な授

業時間として位置づけられるべきである。遠隔合同授業で使用する/したかどうかにか

かわらず、挨拶や自己紹介の表現、特定テーマについてのやりとりのための語彙や表

現をこれら「準備」の授業時間で十分に習得させることを目標とする。遠隔通信によ

るコミュニケーションを行っている時間のみならず、その前の時間の準備の時間、あ

るいは、後の時間での復習の時間での学習によって学生のスペイン語能力を高めるよ



  
  

うなシラバスや授業内容を考えなければならない。シラバスとしては、半期 15 回の授

業の中に 3 回～4 回の遠隔通信を実施することとして、それぞれのセッションの授業

の前に準備の授業、セッションの後に復習の授業を配置する必要がある。 

このような考えのもとにスペインと日本とを結んで 4 回の遠隔通信を実施すると想

定して、以下のようにおおよそのシラバスを考えてみた。遠隔合同授業の日時は、先

方との都合で決まってくるので、必ずしもこのとおりに授業を進めることができるわ

けではない。テーマは回ごとにまったく異なるものではなく、発展的に変化させたテ

ーマが望ましいと思われる。先行事例にあるような「旅行の日程表作成」をテーマと

した場合を考えてみた。「日本人向けスペイン団体観光旅行旅程表を作成し、その宣伝

用プレゼンテーションをする」という課題（タスク）を設定してみた。 

 

授業 主な教室内活動 目標 

第 1 回 
遠隔合同授業の

説明 

遠隔合同授業の目的、意義を理解する。 

挨拶、自己紹介等に必要な表現、文法事項の学習 

第 2 回 
グループ学習 2 回目以降のセッションでのテーマ・課題検討 

遠隔合同授業のリハーサル、打ち合わせ、必要な表現の補

強 

第 3 回 
1 回目遠隔通信

実施 

挨拶、自己紹介、2 回目以降のセッションでのテーマ決定 

[例：旅行の日程表作成] 

第 4 回 
グループ学習 1 回目セッションのまとめ、2 回目セッションへの準備 

(テーマで必要な事項の調査、表現、文法事項の学習) 

第 5 回 
グループ及び個

人学習 

2 回目セッションへの準備継続(表現、文法事項の定着、 

事項調査補足、必要ならリハーサル) 

第 6 回 

2 回目遠隔通信

実施 

特定テーマについてのグループによるコミュニケーション

実践 

[例：日本側は、日本人が行きたがるスペインの都市とその

理由提示。 

スペイン側は、外国人に来て欲しいスペインの都市とその

理由提示。 

相互に質問やコメントをする。] 

第 7 回 グループ学習 2 回目セッションのまとめ、3 回目セッションへの準備 

第 8 回 
グループ及び個

人学習 

3 回目セッションへの準備継続 

第 9 回 
3 回目遠隔通信

実施 

特定テーマについてのグループによるコミュニケーション

実践 

[例：前回のまとめとして訪問する都市を話し合って決定す



  
  

る。 

各都市での宿泊数、訪問場所を日本側の希望とスペイン側

の 

勧めにより決定する。] 

第 10 回 グループ学習 3 回目セッションのまとめ、4 回目セッションへの準備 

第 11 回 
グループ及び個

人学習 

4 回目セッションへの準備継続 

第 12 回 

4 回目遠隔通信

実施 

特定テーマについてのグループによるコミュニケーション

実践 

[例：前回決めた日程での旅行の宣伝として（できるだけ詳

しい交通手段 

や時間、費用等も入れ双方がプレゼンテーションし、コメ

ントする。] 

第 13 回 グループ学習 4 回目セッションのまとめ、課題執筆のプラン作成 

第 14 回 
グループ及び個

人学習 

学期の学習のまとめの課題執筆 

第 15 回  学期の学習のまとめの課題提出、授業および学習の評価 

 

挨拶と自己紹介をする表現はある程度決まった型があるので、比較的準備がしやす

いと思われる。できるだけ具体的な課題（タスク）をコミュニケーション実践のため

のテーマという形で学生に提示し、そのための表現や文法事項も提示し習得できるよ

うにする必要がある。 

古石他(2004)で紹介されているウエブページ上のフォーラムによる準備のように、

遠隔合同授業を実施する前には、授業時間外の活動として、電子メールやフォーラム

で事前に両方の学生が連絡をとりあうことも必要である。また、スペイン語表現を授

業時間外に学習するための e-learning 教材作成も考えられる。 

 

(エ)今後の予定 

 

2006 年度後期には、インターネット経由でパソコンによるテレビ電話を使って、ス

ペイン・バルセローナ大学の学生と愛知県立大学の学生との交流を計画している。バ

ルセローナ大学学生は、外国語としてのスペイン語教育を専門とする学生達であり、

自分たちが専門として学んだことの実習をする意義を持つ。愛知県立大学の学生もス

ペイン語の教科教育法受講者を中心に参加者を募る予定であり、スペイン語学習者と

してのみならず、スペイン側学生と同じ外国語としてのスペイン語教育についての関

心を持つものとしての話し合いができるのではないかと考えている。 



  
  

 

まとめ 

 

ICT(Information & Communication Technology)すなわち、情報通信技術の発達

は、めざましいものがある。携帯電話やメールが多用されるように、人と人とが意思

伝達する仕方もそれにつれて変わってきている。新技術さえ使えば外国語が容易に習

得（あるいは教育）できるというものでは決してないけれども、新技術によってコミ

ュニケーションの質や量が変わっていくならば、外国語によるコミュニケーションが

できるようにすることを目標とする外国語教育もそれに応じた方法を考えて行かなく

てはならない。遠隔合同授業は、準備段階から相手側との協力・協働が不可欠である。

この過程での教師同士のコミュニケーションも含め、学生達のコミュニケーション実

践は、外国語教育の意義の一つである異文化交流にも資するものであり、今後さらに

そのよりよい方法や授業内容を考える必要があると思われる。 
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